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上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会

情報交換会
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上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会 情報交換会

01 開会

02 挨拶

03 事務局報告

04 事例紹介

05 休憩・会場転換

06 交流会

Agenda.
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上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会 情報交換会 03 事務局報告

１．地方創生・若者重点支援補助金

⑴ 目的・概要
・地方創生の実現に向け、第3期総合戦略に掲げる取組の推進を図るため、若者や団体による
まちの活性化やにぎわい創出等の取組を支援するもの。

⑵ 対象者

・市内在住または市内に通勤・通学している若者 ※「若者」とは、4月1日現在、18歳から39歳までの人

・上記の若者が半数を占めている団体（若者団体）

・上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会の会員団体または参加団体

⑶ 対象事業

次のいずれにもが該当する事業

・既存の取組を拡充・向上する事業または新たに取り組む事業

・第3期総合戦略に定める具体的施策及び強化の視点に合致する事業

⑷ 対象経費

・補助対象事業の実施に必要な経費。

・ただし補助金の申請や飲食、不動産の取得に係る経費など、対象外となる経費もあり。

⑸ 補助額

・限度額30万円

・若者又は若者団体が実施するまちの活性化、にぎわいの創出及び関係人口の

創出につながる事業 ・・・ 補助対象経費の 最大70％

・上記以外の事業 ・・・ 補助対象経費の 最大50％

⑹ スケジュール（予定）
二次募集：申請受付：8月29日〆 ⇒ 審査：9月上中旬 ⇒ 採択通知：9月下旬 ⇒ 実績報告

※二次募集の採択件数は3件程度を予定

7月1日から2次募集開始
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上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会 情報交換会 03 事務局報告

２．市ホームページや協議会SNSを活用した協議会団体の紹介について

⑴ 目的・概要
・第3期総合戦略に掲げる、5つの強化の視点の「訴求力の高い情報発信」の観点から、市ホームページや
協議会SNSを活用し、協議会参加団体の紹介を行うもの。

・また、掲載内容に他団体との連携に関しても記載いただくことで、協議会参加団体同士の連携を促進する。

⑵ 実施方法

・後日、事務局から参加団体に紹介内容の報告を依頼。

・報告内容をもとに、事務局が市ホームページに掲載するとともに、報告内容を抜粋し、協議会SNSに順次掲載
する。

⑶ 記載例（掲載イメージ）

X（旧Twitter）Instagram
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上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会 情報交換会 04 事例紹介

分野 事例紹介者様 主な紹介内容
※()内の数字は下部の5つの強化の視点と対象

しごと
づくり

上越5e協議会
事務局長 半田 和之 様

・会のコンセプトや構想（②）
・eビジネスの取組（②）
・JOETSU MEET UPの取組について（④）

上越ワーキングネットワーク
副代表 竹内 達也 様

・農福連携事業（④、⑤）
・共同受注・共同販売事業（自主製品のブランディン

グ/コラボレーション商品の販売）（③、⑤）

結婚・
出産・
子育て

特定非営利活動法人マミーズ・ネット
理事 山縣 知子 様

・上越の子育て環境の魅力発信事業（①、③）
・子育て支援団体のネットワークづくり事業（④）

特定非営利活動法人ふぁみりり
理事 直江 麻衣 様

・マタニティ＆子育て家族フェス（①、③）
・いちごひろば（①、③）

まちの
活性化

上越商工会議所
総務課 課長補佐 秋山 裕樹 様

ぷっつんOjisan
ヴォーカル・リーダー 中々村新田 トオル 様

・ぷっつんOjisan事業（③、⑤）
・三国同盟事業（③）

株式会社北信越地域資源研究所
取締役
地域事業開発（地域DX推進）担当

横田 孝宜 様

・パーソナルモビリティ実証/レンタサイクル/
人流解析（②、⑤）

・フルサットアップス/フルサット市（①、④）

参考_5つの強化の視点
①若者への取組の強化 ④マッチングの強化
②デジタルを活用した課題解決 ⑤人口減少社会への適応策の強化
③訴求力の高い情報発信
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上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会 情報交換会

Ｍｅｍｏ
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交流会トークテーマ

上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会 情報交換会

• 簡単な自己紹介（所属・地方創生に係る取組 など）

• 事例紹介の感想や質問、連携の可能性

• そのほか、地方創生に関すること
（各団体・各分野における人口減少の影響 など）

06 交流会
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上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会 情報交換会
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